
心と身体の健康づくりから始めるまちづくりフォーラム開催報告

目 次

「まちづくりフォーラム」開催報告 -------------------------------------------1

NPO・えん 自主事業 えんカレッジ報告 --------------------------------------2

多世代交流ひろば「パルひろば辰巳」報告 ------------------------------------2

「まちづくりフォーラム」続き／定期総会報告 -----------------------------3

NPO・えんの活動報告・予定 --------------------------------------------------------4

河合氏はこのような現行の支援サービスでは行
き届かない高齢者へも「公的ヘルパー」など踏み
込んだ支援が必要であると訴え、一案としてふれ
あい相談員を設置した港区の事例が紹介されまし
た。港区では相談員が単身高齢者世帯を訪問し、
聞き取り調査から必要な福祉や行政サービスにつ
なげることで様々な困難を抱える孤立した高齢者
を救済することが出来ています。（ふれあい相談
員は対象の単身高齢者3000世帯以上に対して面会
率94％）

様々な要因から複合的に高齢者の孤立化や老後
破産などの課題が生まれているため、その深刻さ
に「本当に私たちにできることなどあるのだろう
か」と考えさせられます。河合氏によると、単身
高齢者でも家族や友人と接触機会の多いフランス
では日本の高齢者の孤独死のような現象は、用意
周到に自分から接触を絶った上で自殺する以外考
えられないと言われているそうです。公的ヘル
パーのような行政による積極的な介入を待つだけ
ではなく、私たちも地域コミュニティのなかで出
来ることを考え、行動していくことも重要ではな
いでしょうか。第2部では地域の様々なプレー
ヤーが地域の福祉に対して出来ることは何か考え
ていきました。 続きは３ページ
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基調講演では、明治学院大学社会学部教授の河
合克義氏より高齢者の貧困と孤立問題をテーマに、
増加傾向にある孤独死など都市部の高齢者を取り
巻く問題について提起していただきました。NHK
をはじめメディアでも高齢化に関して多くのコメ
ントや提言を行っている河合氏は、「老後破産」
という状態に陥った高齢者への対策が必要である
と訴えます。例えば子どもや親戚などの身寄りが
なく、少ない年金を切り詰めて生活している高齢
者は地域コミュニティへのつながりも乏しく、現
行の福祉サービスや医療制度から置き去りになっ
ている場合があります。さらに、町会や民生委員
の訪問など地域の中でのつながりに対して消極的
な場合も多く、実態が掴めていないという問題も
起こっています。

NPO・えんは、まちづくり・女性のキャリア実現・市民活動をサポートします。

NPO・えん ニュースレター “まりーむ”

６月３０日（木）、江東区豊洲文化センターのレクホールにて、ＮＰＯ・えん主催フォーラムを開催いたし
ました。『～市民がつくる健康長寿社会～心と身体の健康づくりから始めるまちづくりフォーラム』と題し、
行政と市民が共に取り組むまちづくりをテーマに講演とパネルディスカッションが行われました。

第一部 基調講演

『高齢者の貧困と孤立問題』



NPO・えん 自主事業

「認知症カフェ」開催報告

パルひろば辰巳では地域の皆さんの繋がりを
深める場として、様々なサークルが活動してい
ます。気功や水彩画など長年ひろばで活動して
いるサークルのほか、最近では小さいお子さん
をお持ちのママ向けにバレーとフィットネスを
組み合わせた「バレトン」、男性を中心とした
活動の「碁会」など、対象者も広がりを見せて
います。ひろばを利用するサークル関係者は、
昨年より4月～6月まで3ヶ月の累計人数で100人
以上増えています。
バレトンでは小さなお子さんを近くで遊ばせ

ながらフィットネスを楽しんだり、ぐずる子ど
もを抱っこしながら身体を動かしたりして、そ
れぞれに合った楽しみ方をしています。皆さん
夏を間近に美しいボディーを目指しています。
碁会では、有段者の皆さんが涼しいひろばで脳
（あたま）に汗をかきながら碁を楽しんでいま
す。

長年ひろばで活動を続けているサークルでは、
ひろばを飛び出して「お花見」を楽しんだり、
食事会で交友を深めたりしています。
サークル活動は、始めはちょっとした興味か

ら参加した方も、年を重ねることで友人の輪を
広げ、地域に根ざし、人生を味わい深くする活
動へと広がっているようです。
これからもパルひろば辰巳では地域の人の輪

をつくり、生きがい作りにつながるような場を
提供していきます。（田谷）

多世代交流ひろば

パルひろば辰巳における
サークル活動の高まり

２０１６年もステップアップ！

5月21日（土）多世代交流ひろば「パルひろば
辰巳」にて「認知症カフェ」を開催、地域住民
及び地域福祉関係者約30名が参加しました。運
営主体はＮＰＯ・えん、地域の医療と介護の専
門家が中心となった「暮らしの相談室」（社協
・ふれあいいきいきサロン登録団体）、同じく
地域で活動するボランティア団体「なごみの会
」と連携してミニ講座とレクリエーションの2部
構成で行いました。
前半のミニ講座では、「認知症高齢者列車事

故最高裁判決」及び「刑務所における認知症高
齢者、障害者等の実態」について、行政書士や
ソーシャルワーカーが増え続ける認知症患者に
ついて問題提起。超高齢社会に備えて、みんな
で支え合うやさしい地域づくりの大切さを訴え
ました。 後半は「なごみの会」と「日本レク
リエーション協会」の皆さんによる脳トレゲー
ムや歌で、会場全体がなごやかに。
厚生労働省の推計では65歳以上の7人に１人が

認知症で2025年には５人に１人になるそうです
。誰もが他人事ではなく、意識を変えていく必
要があります。

ＮＰＯ・えんでは次回「認知症カフェ」を今
秋１１月に予定しています。また、毎月第３土
曜日(原則)午後１４時～１６時には「暮らしの
相談室」のメンバーが、日々のちょっとした困
りごとの相談を受け付けています。ぜひ、この
機会にひろばに足をお運びください。（根本）

たくさんの地域の方が参加した「認知症カフェ」

新たに始まったレクリエーション開放タイムの一コマ
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行政、医療、それぞれの立場から考える地域ネット
ワーク作りをNPO団体の事例紹介を交えながら討論す
る場を設けました。

＜パネリスト＞
大江英樹氏 江東区福祉部地域ケア推進課長
鉾丸俊一氏 昭和大学江東豊洲病院ソーシャルワーカー

伊藤文子氏 （特活）プラチナ美容塾 理事長
根本久仁子 （特活）ＮＰＯ・えん 代表理事
コーディネーター：河合克義氏

まちづくりフォーラム開催報告

６月４日（土）パルシステム東京辰巳ビル２階、多世代交流ひろば「パルひろば辰巳」にて「第１７回定期総
会」を開催しました。お忙しい中、お集まりいただいた皆様、そして委任状でメッセージをお寄せいただいた会
員の皆様方に心から御礼申し上げます。
全議案可決し、2016年度の取り組みがすでに始動しています。今年度は引き続き、地域包括ケアシステムの構

築を目標にしたまちづくりの一端を担うべく、行政や社会福祉協議会、区内外の団体、関連機関と連携を深めて
いきます。具体的には、「まちづくりフォーラム」開催や（６月３０日終了）「認知症カフェ」（５月２１日終
了、１１月に２回目を予定）を実施。江東区臨海部を中心に、地域ネットワークづくりに努めます。受託事業で
ある「多世代交流ひろば パルひろば辰巳」運営にもその繋がりを生かして、サロンやサークル活動他に反映さ
せていきます。また、女性のためのキャリア支援として、様々な講座や学習会を開催し、女性の能力開発、自己
実現のサポートをしていきます。
総務省が発表した２０１５年国勢調査の抽出速報によると、就業者全体に占める女性とシニアの割合が初めて

５割を超えたことがわかりました。（６５歳以上の高齢者の割合は総人口の２６．７パーセント）性別や年齢を
問わず働く人が増える今、受け入れる社会はもっと柔軟に、そして寛容になる必要に迫られているのではないで
しょうか。
＜役員の変更について＞
任期途中でありますが、三崎亜紀子、村上正子２名が本人都合により辞任致しました。
２０１６年度の役員体制は以下のとおりです。
阿部名保子 関根啓子 根本久仁子 馬場悦子 藤原晴子 ＜監事＞黄 民愛

第17回定期総会 開催報告

大江氏は、地域行政として江東区では地域包括
ケアシステムにより高齢者への支援の連携を深め
ていくことを目指しており、全体の歯車をうまく
回していくことで地域全体で高齢者家族を支えて
いく仕組み（ケアシステム）の重要性を訴えまし
た。
鉾丸氏は地域医療の立場から、住み慣れた町で終
末期を送るための社会資源が少ないという課題が
あるとし、特に江東区臨海部が新興エリアのため
リハビリや療養のための施設に乏しく、地域で長
く暮らしていく・支えていくという面での資源の
充実を訴えました。また、様々なニーズを抱えた
住民を支えあうネットワーク形成が地域で必要に
なってくる点について指摘しました。

伊藤氏が代表を務めるプラチナ美容塾では、意
欲のあるシニアの力を地域に還元していく美容ボ
ランティア活動を港区を中心に行っています。そ
の中で地域のシニアの自助・共助が育まれていき
、つながりが生まれていく様子から、地域福祉の
欠かせないプレーヤーなっていることが伝わりま
した。
当団体の根本からは、パルシステム東京より受

託運営しているパルひろば辰巳の活動から住民が
主体的に関わることで、地域の中で新たなつなが
りが生まれていくことが紹介されました。
長年住み慣れた場所で必要な支援を受けて幸せ

に生活してくことは、本来であれば当たり前のこ
と。しかしながら、それが叶わない方がいるとい
う現状を理解し、すでに地域のプレーヤーがそれ
ぞれの立場から活動を行っています。これからは
地域包括ケアという観点から、様々なメンバーが
お互いの課題を共有し連携を深めていくことが重
要であると再認識することできました。地域ネッ
トワーク作りの重要性については、登壇された方
々からもその重要性について言及され、官民の垣
根を越えてこのような場で意見交換することの意
義も感じました。フォーラムの最後には短い時間
ですが参加者同士の語らいの時間も設け、このフ
ォーラムをきっかけにさらに地域の福祉、まちづ
くりのつながりを生み出す場にもなりました。

第二部 パネルディスカッション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



■NPO・えん会員状況(2016年7月1日現在)会員数60名[正会員数26名/参助会員34名（内団体２）]

編集だより

梅雨のうっとおしい季節が続いています。とはいえ晴れた日の暑さ
はすでに真夏のようですね。今年は猛暑になるとの予想がでていま
すので、早めに熱中症への備えもしておいたほうが良いかもしれま
せん。梅雨の間の暑い日に、小学一年のわが子のクラスでは急な
暑さから体調不良になる児童がたくさん出たそうです。担任教師が
こまめに換気をしたりクーラーをつけたりして対応したのですが、やは
り屋内だから安心というわけではないようです。今のうちから水分補
給など気をつけて楽しい夏を迎えたいと思います。（F）

NPO・えん第65回理事会報告

「NPO・えん第65回理事会」は2016年5月11日（水) 、役員4

名の出席を得て、NPO・えん事務所において13時40分より開

催されました。「報告事項」として（１）パルシステム東京

との業務委託契約（2）認知症カフェ・まちづくりフォーラム

について事務局から提案が行われ、すべて承認されました。

また、協議事項（１）定期総会の議案整理（２）2016年度寄

付金（３）定期総会運営の件について協議し、15時15分に無

事に閉会しました。

＊は、パルシステム東京の受託事業です
ふれあい食事会・ふれあいサロンは、広報
集客の部分のみ活動

エヌピーオーえん

5339909

活動報告
４月 1 万里夢６９号発行

パルひろばイベントカレンダー 発行＊

5 手仕事サロン＊

7 （ふれあい食事会＊）

8 元気サロン＊

14 （ふれあいサロン＊）

16 暮らしの相談室＊

20 リンパビクス＊

21 （ふれあい食事会＊）

22 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

「地域福祉啓発セミナー」参加

５月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

11 第65回理事会開催

12 （ふれあい食事会＊）

13 元気サロン＊

17 手仕事サロン＊

ＣＷ連絡会総会

19 （ふれあいサロン＊）

21 認知症カフェ／暮らしの相談室＊

24 まごころ食事会

27 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

６月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

3 元気サロン＊

4 第17回定期総会

9 （ふれあい食事会＊）

14 パルシステム東京総代会傍聴

18 暮らしの相談室＊

21 手仕事サロン＊

24 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

30 （ふれあい食事会＊）

まちづくりフォーラム

予定
７月 1 万里夢７０号発行

パルひろばイベントカレンダー 発行＊

元気サロン＊

7 （ふれあい食事会＊）

12 熱中症予防セミナー＊

14 （ふれあいサロン＊）

16 暮らしの相談室＊

19 手仕事サロン＊

22 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

26 まごころ食事会＊

８月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

8～12　夏季休業

30 手仕事サロン＊

９月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

2 元気サロン＊

14 切り絵教室＊

17 暮らしの相談室＊

20 手仕事サロン＊

23 辰巳ママのさろん（ウォーキング）＊

27 まごころ食事会＊

NPO・えんの活動


